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令和２年度 学校経営計画・自己評価書       足立区立鹿浜第一小学校 

校長   木村 浩昌  

１ 学校教育目標 
○よく考えて 進んでやりぬく子  ○あかるく強く たくましい子  ○みんな仲よく 助け合う子 

２ めざす学校像、児童・生徒像、教師像 

○学校像 
○確かな学力と豊かな心、健やかな体をはぐくむ学校 

・学力を定着させる学校 ・豊かな人間性をはぐくむ学校・体力・運動能力を高める学校 ・家庭・地域・学校が協力し合う学校 

○児童・生徒像 

○自信とやる気があり進んで行動し、互いに認め合い高め合う児童 

・様々なことにチャレンジし、目標をもって努力して課題を解決しようとする児童  

・思いやりの心をもち、友達と仲良く、元気に生活する児童 ・共に考え、共に学び、協働して高め合うことができる児童 

○教師像 

○子供に最善の教育を行うために、子供と共に自ら伸びようと努力し続ける教師 

・敬愛され、児童・保護者・地域に信頼される教師  

・自己研鑽に努力を惜しまない教師   ・教育の専門職としての力量と誇りをもつ教師 

３ 学校の現状及び前年度の成果と課題 
学校の現状＞ 

○児童について 

明るく素直で純粋な児童が多い。基本的な生活習慣・学習習慣に課題の見られる児童がいる。 

○教師について 

教職経験の少ない教師が半数近くを占める中、指導力向上は重要な課題である。またこうした課題は、他区から本校を２校目として異動してきた教師

にも潜在する。今後、主力教員の人事異動に伴う自校での人材育成が大きな課題である。 

○保護者・地域について 

学校行事やＰＴＡ行事などに大変協力的である。学校教育や学力向上に関する関心をさらに高めていきたい。 

＜前年度の成果と課題＞ 

重点的な取組事項－１ 学力の向上 ○基礎学力向上策を充実させ、定着を図る→区調査通過率８０％以上＝達成 

重点的な取組事項－２ 幼保小中の連携 ○連携の推進と円滑な接続をめざす→教員の充実度１００％＝達成 

重点的な取り組み事項―３ 心の教育の推進 〇自他を尊重する気持ちと態度の育成をめざす→児童の肯定的な自己評価８０％以上＝達成 

４ 重点的な取組事項 

 内    容 
実施期間（年度） H:平成 R:令和 

H30 R1 R2 R3 R4 

１ 学力向上アクションプラン ○ ○ ○ ○ ○ 

２ 授業力の向上並びに学力の向上 ○ ○ ○ ○ ○ 
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３ 幼保小中の連携 ○ ○ ○ ○ ○ 

４ 心の教育の推進 ○ ○ ○ ○ ○ 
 

５ 令和２年度の重点目標 
 

重点的な取組事項－１ 学力向上アクションプラン 

Ａ 今年度の成果目標 
達成基準 

（目標通過率） 
実施結果 

（通過率結果） 
コメント・課題   

達成度 
◎〇△● 

当該学年での学習内容の確実な定
着 

到達度確認テスト―通過率（国算
２科）８０％ 
令和３年度目標通過率―８５％ 

   

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

新
・
継 

アクション 

プラン 

対象教科 

実施教科 

頻度・ 

実施時期 

具体的な取り組み内容 

(誰が、何を、どのように) 

達成確認 

方法 

達成目標 

（＝数値） 
(いつ・何を・どの程度) 

実施結果 コメント・課題 
達成度
◎〇△● 

継
続 朝読書 

全児童 

国語 

毎週 

火水金 

始 業 前

１５分 

【指導者体制】担任 

【目的】読書の興味や読書習慣

を身に付けさせる。 

 

毎月 1 回、読

書感想文やお

薦めの読書を

発表する。 

低２５００P 

中５０００P 

高１００００P 
   

継
続 

昼学習 

（パワーア

ップタイ

ム） 

全児童 

国語 

算数 

毎週月

火木金 

５時間

目前１

５分 

【指導者体制】担任 

【目的】学習内容の復習・確認

を行う。 

 

５月、１２月、

２月の３回、

テストを実施 

正答率 80％ 

   

継
続 

放課後補習

教室 

全学年 

国算正答

率 70％未

満、宿題

未提出者 

毎日 

 

【指導者体制】担任＋副担【目

的】学習内容の定着及び家庭学

習の習慣化。 

東京ベーシッ

クドリルを活

用した小テス

ト単元テスト 

再テスト 

テストで全員が

目標値を通過す

る。    

継
続 

ICT 機器の

有効な活用 
全教科 随時 

ICT 機器の効果的な活用を推進

する。 

年３回の授業

観察時 

ICT 機器を使用し

た授業を行う。 
   

新
規 

家庭学習

の定着と

充実 

全児童 

国語 

算数 

毎日 

 

【指導者】各担任 

【目的】学習内容の定着及び家

庭学習の習慣化。 

毎日の家庭学

習状況の点検

と実施率把握 

全員１００％    
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重点的な取組事項－２ 授業力の向上並びに学力の向上 ～感染症対策を図りつつ、学力向上策を充実させ、定着を図る～ 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題   達成度 

当該学年での学習内容の確実な定着 
到達度確認テスト―通過率（国算２
科）８０％ 
令和３年度目標通過率―８５％ 

   

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

パワーアップタイム 
・朝読書（火、水、金） 
・昼は基礎学習 

・学力調査分析を基に学年全

体の課題となる内容を吟味し

段階的に定着を図っていく。 

   

放課後補充指導・補
習指導の充実 

全学年原則毎日 
・全校体制で指導に取り組む。
系統化した内容を行う。 

   

プレジデントタイム
の実施 

管理職による個別指導 

・毎昼休みの補充教室に下位
層の児童を取り出し、管理職
が指導を行う。 

   

【指導力向上】 
校内初任研、若手研
修会、ミドルリーダ
ー研修会の実施 

初任研、若手研、ミドル 
リーダー研各２０回 
授業観察後の「アドバイ 
スシート」内自己評価の 
確認と評価自己評価全 
項目 B以上 

【指導者体制】 

初任、若手研（校長、主幹教

諭、主任教諭）ミドルリーダ

ー研修（副校長、主幹教諭） 

【目的】授業観察を軸とした 

授業力指導力向上リーダーッ

プ力育成 

   

 
 
 

重点的な取組事項－３ 幼保小中の連携 ～コロナ渦での可能な限りの連携の推進と円滑な接続をめざす～ 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題   達成度 

連携の推進を通して、円滑な接続ととも
に、欠落のない接続を目指す。 

・効果的な連携ができたと考える教員
100％ 

   

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 
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中学校教員との交流 
 

・準備委員会２回 

各校 1 回ずつ授業公

開・研究 

・各教科の研究授業実施（年

２回） 

   

保育園との交流 
 

・保育園の保護者会参加 
・年長保護者会での校長講話

の実施（各園１回） 

   

教員同士と児童、生
徒同士の交流 
 

・教員間の情報交換 

・年長、１年担任との情

報交換 

・情報共有会の開催（年２回） 

 

   

 
 

重点的な取組事項－４ 心の教育の推進 ～コロナに負けない普遍的な心の教育の継続と推進～ ～子供が変わる、大人も変わる、地域も変わる～ 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題   達成度 

思いやりの気持ちと態度の育成 規範
意識の向上（親切、思いやり、礼儀、規
則の尊重、公徳心） 

児童アンケート結果の向上 
・「あいさつ、返事、くつそろえ」に関
する調査、児童の肯定的な自己評価８
０％以上 

   

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

道徳教育及び道徳の
授業の充実 

・道徳に関する研修会及
び研究授業を２回以上
実施する。（外部講師） 

・授業観察時に各教員年間１回
以上道徳を行い、校長より指
導講評を受ける。 

   

気持ちのよい挨拶の
推進  
規範意識の向上 
 

・児童アンケートで、挨拶、
規範意識に関する項目８
０％以上 

 

・「あいさつ、返事、靴そろえ」
を共通目標とし年間を通し
て指導する。 

・児童の挨拶運動を通年実施。 

   

交流活動の充実 
 

・普通学級の交流活動を
実施（１学年 1回） 

・高野小特別支援学級と
交流活動（２回） 

・普通学級で授業や行事で交流
を行う。 

・高野小とＺｏｏｍで連携し、
自己紹介、ダンス等の交流を
行う。 

   

伝統文化を大切にす
る活動の推進 

・校内俳句コンクール実
施（年２回） 

 

・定期的に俳句作りを行う。 
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６ まとめ 
（１）今年度の成果と次年度に向けた課題及び解決の方向性 

 

（２）保護者や地域へのメッセージ  

＊今年度はコロナ禍のため、以下の活動は十分に行われておりません。日頃からのご協力に感謝の思いを込めて記させていただきます。 

○登校時の「あいさつ運動」には、PTA 会長、各学年の PTA の皆様、パパズ（父親の会）にも毎年積極的にご協力いただいております。子供たちのマナ

ー向上だけでなく、安心・安全な学校づくりにも効果的な取り組みとして、大きな成果を挙げております。本当にありがとうございます。 

○谷在家、押部町会の皆様には、交通安全運動、祭礼、餅つき会などで、また本校ＰＴＡの皆様には「鹿一村祭り」などで、大変お世話になっておりま

す。子供たちのために様々な活動を行ってくださり、いつも大変感謝しております。本校同窓会の皆様の企画運営による卒業記念イベントも毎年好評で

す。 

○運動会や展覧会、音楽・学芸的発表会、その他様々な行事などにも、大変多くの方の参観をいただき、感謝申し上げます。学校公開や授業参観、道徳

授業地区公開講座に関しても、年々参観者が増え、積極的にご参加いただき、ありがたいです。子供たちの日常の様子についても、より多くの方にご覧

いただきたいと思います。 

 

（３）その他（学校教育活動全般について） 

学校の様々な活動の様子については随時ホームページとブログを更新し、情報発信を行うとともに、学校からの情報が保護者や地域にとってより身近な

ものとなるようにしてまいります。特に鹿一ブログは、大変多くの皆様に応援をしていただき、昨年度は 1年間で８６２１７件のアクセスがありました。

また当ブログは、休校時の学習材提供にも大きく役立ち、今年度は４～８月末現在のアクセス数は１０５７０７アクセスであり、昨年度同期間のアクセ

ス数の約１０倍となっております。日頃より多くの方々に応援していただいていることに大変感謝致します。今後も積極的な情報発信を行い、学校から

の情報が保護者や地域にとってより身近なものとしていくよう努力してまいります。 

 


